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育成を通じた持続可能社会の創造

物質・情報卓越教育院

「物質×情報=複素人材」

Tokyo Tech Academy for Convergence 
of Materials and Informatics (TAC-MI)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物質・情報卓越教育院について説明いたします。


本学では、卓越した博士人材の育成を目的として、卓越大学院プログラム「物質・情報卓越教育課程」を2019年4月に設置しました。
本教育課程は、修士博士一貫の大学院教育プログラムとなります。
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融合 情 報
（IoT/ICT、計算科学）

ものつくり
（元素戦略）

東工大が世界をリードする元素戦略、TSUBAMEを含む、物質・情報分野の融合

複素人材

我が国の強い「ものつくり」を
情報を駆使して「サービス」につなぎ

全く新しい産業創出

ものつくり

サービス

情報

物質・情報分野の高度な「知のプロフェッショナル」として、新産業を創出するリーダーを輩出

卓越大学院構想：物質×情報＝複素人材

2019年1月1日 物質・情報卓越教育院スタート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東工大は指定国立大学法人に認定されましたが、その中で、大学の将来構想を決めています。
現在の東工大の強みである3つの重点分野と、将来的に目指している3つの戦略分野を決めました。

その一つである新・元素戦略、からCyber Physical & Social Systemをつなぐ、「ものつくり」と「情報」を融合した学問領域が東工大にとって必要不可欠であり、
この分野を重点的に展開するために、この卓越大学院構想を提案しました。

元素戦略など、本学が強い分野である「ものつくり」研究と、スパコンであるツバメに代表される情報研究を融合する内容です。
将来の産業構造の中核となる新産業創出に資する領域です。

2018年度、本学から申請した卓越大学院プログラム『「物質×情報＝複素人材」育成を通じた持続可能社会の創造』が文部科学省に採択されたことにより、
2019 年1 月から物質・情報卓越教育院（TAC-MI）がスタートしました。
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（社会サービス）

（物質・情報）

「物質×情報=複素人材」

（実社会での演習）

(i)
(r)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物質・情報卓越教育院では、物質と情報をリンクさせ、情報科学を駆使して複眼的・俯瞰的視点から発想することにより、独創的な物質・情報研究を進める「複素人材」の育成を行います。
複素人材とは、物質と情報の両方を理解し、使いこなすだけでなく、社会にまで結びつけられる人材です。

東工大では必修でリベラルアーツ教育を履修し、広い知識を身につけます。
自身の専門として、物質または情報の深い専門力を持たせます。

さらに本プログラムでは、物質科学と情報科学の両方を使いこなし、自分自身で課題設定・解決できる独創力を身につけます。
物質から社会サービスまで、つなげて考える俯瞰力を身につけます。
実社会での演習を行い、実行力も身につけます。
さらに、国際性およびリーダーシップ力を身につける内容になっています。
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物質系学生

情報研究室

ラボ・ローテーション

物質・情報教育による

情報系学生

＊情報研究室には物質・材料研究機構(NIMS)を含む

必修基盤科目

物質情報異分野
研究スキル

自主設定論文

物質情報基礎（1単位)3Q

研究スキル

物質研究室

TSUBAMEを使った情報演習

マテリアルズシミュレーション（2単位）3Q
マテリアルズインフォマティクス（2単位）4Q

自専門とは異なる専門の研究室に

涵養独創力

TSUBAMEを使った演習授業

M1～M2まで

M1～M2まで

マテリアルズシミュレーション、マテリアルズインフォマティクスを修得した場合、
一部のコースについては標準学修課程の「専門科目」となります（詳細は学修案内参照）

D2～
自らの博士論文研究とは異なる研究など、自らの課題設定による
物質・情報に関する研究

TSUBAMEを使った演習授業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
独創力に関しては、

必修基盤科目として、物質情報基礎を履修した後、物質系の学生は計算化学とデータ化学の基礎を学ぶだけでなく、演習を行い、使いこなせるレベルにします。
情報系学生は、物質や物性の基礎を学び、そのための情報科学を使いこなせる様に演習します。
演習には、TSUBAMEを使用します。

次に、ラボローテーションを行います。2単位60時間程度。
物質系の学生は情報研究室に、情報系の学生は物質研究室に入り、特定課題研究を行います。
このとき、情報系の研究室としてNIMSのインフォマティクスの研究室も参加します。

これらの経験を元に、学生自ら課題設定を行い、解決する、博士論文とは異なる内容の物質・情報に関する研究を行い、独創力を身につけます。
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・対象とする物質、系、現象の“モデリング” を行う
・集中講義形式で実施する（学内で実施）

・派遣先企業においてチームで課題解決
・最終発表会で解決策を提案する

物質・情報卓越プラクティススクール第一

物質・情報卓越プラクティススクール第二

企業の課題

文献情報
事業所・研究所の
実験データ
社会情報

解析・モデリング
解決策・将来の
開発方針を提案

実行力涵養

教員と学生(8名程度)がチームになり、同一企業に6週間滞在。企業の重要な課題
について、物質科学・情報科学を活用して技術コンサルティングを行う

東工大オリジナルの物質・情報プラクティススクール（PS）

実施状況 2019年度：旭化成株式会社にて 世界初の物質・情報PS実施
2020年度：旭化成株式会社、ＴＤＫ株式会社にてPS実施
2021年度：旭化成株式会社、産業技術総合研究所にてPS実施
2022年度以降：毎年度2サイトで実施予定

過去の実施状況
と今後の予定

課題改善に
大きく貢献

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実社会での実行力を身につけるため、プラクティススクールを実施します。

MITでは100年の歴史がある化学工学のスクールですが、教員と学生がチームとして、同一企業に6週間滞在し、企業の最重要課題を解決するスクールです。

企業の中で散らばっている、複数の事業所や研究所の大量のデータを集め、また文献情報などもあわせ、データを解析し、モデル化して、今後の方針を提案しました。
20以上のプロジェクトを実施しましたが、3割以上のテーマで、企業の現状の方針を大幅に改善し、ほぼすべてのテーマで、よりよい方策を提案しました。

2018年度に、東工大で初めてのプラクティススクールを実施しました。内容は化学工学です。
2019年度には、情報の先生とも協力し、世界で初めての、物質と情報を融合したプラクティススクールを実施しました。
2020年度、2021年度も、企業など2社で物質と情報を融合したプラクティススクールを実施し、課題改善に大きく貢献しました。
今後も毎年度2サイトでプラクティススクールを実施する予定です。
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俯瞰力・国際リーダーシップ力涵養

• D1学生による研究発表
優れた発表に賞を授与

優れた提案に賞を授与

未来社会
サービス創出
ワークショップ

（2019年度までは
「ビジネスモデル討論合宿」）

• 未来社会におけるサービスまでを考えた社会実装の
新しい産業・ビジネスを提案

国際フォーラム • 海外アドバイザー教員との面談

海外の学生や企業の若手研究者との混成チーム

研究力、国際コミュニ
ケーション力の向上

俯瞰力・
リーダーシップ

力を涵養

D1＆D2

D1＆D2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

未来社会サービス創出ワークショップは、専門とする研究を未来社会におけるサービスまで繋げた新しい産業・ビジネス、または、これらによる課題解決を考える合宿です。
博士後期課程の登録学生のほか、海外の学生、企業の若手研究者も参画し、それぞれグループを編成し、さまざまな立場から分野を超えて議論します。
現代社会が抱える課題に対し、大量の情報の中から社会が向かう方向を見出し、自分の研究知識を使い、未来社会におけるサービスまでを考えた社会実装の新しい産業・ビジネスを提案します。
企業研究者、技術者を中心として、物質・材料研究機構（NIMS)および産業技術総合研究所(産総研)の研究者、プログラム担当教員も参加し、各提案について様々な視点から討論を行います。優秀な提案や優れたプレゼンテーションには賞を授与します。
これらの活動で、社会サービスにつなげる俯瞰力、リーダーシップ力を身につけます。


国際フォーラムでは、物質・情報卓越教育院の海外機関プログラム担当者とその指導する博士課程学生、及び世界各地から著名な研究者も招聘し、英語での研究発表を行います。
研究発表内容は本学と企業のプログラム担当者により評価を行い、優れた発表には賞を授与します。
自身とは異なる分野を学ぶ海外学生との切磋琢磨により、研究力、国際コミュニケーション力の両面の向上を図ります。

未来社会サービス創出ワークショップ・国際フォーラムは毎年1回、12月頃開催します。
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博士後期課程
進学時審査

博士論文研究
基礎力審査

修士課程

経済的支援方法と3つの関門
修了審査までの三つの関門により質の保証を行う

登録者
選抜審査

経済的支援

博士後期課程

Ｄ１ Ｄ２・D3Ｍ１・Ｍ２
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• 上記金額は、TAC-MI奨励金、つばめ博士学生奨学金年間48万円、研究室からTAC-M学生へ
のRA給与等を合計した金額です。

176
万円/年～

経済的支援
上限
253
万円/年

日本学術振興会特別研究員（DC1、DC2）への応募を積極的に支援します。
「東工大高度人材育成博士フェローシップ」及び「殻を破るぞ！越境型理工系博
士人材育成」への応募も推奨します。

奨励金を重複受給できない日本学術振興会特別研究員(DC1, DC2)、国費留学生、「東工大高度
人材育成博士フェローシップ」または「殻を破るぞ！越境型理工系博士人材育成」採用者には、
各制度の経済支援に加えて、本教育院からもRA雇用による給与を支給し、支援します。 7/9

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
博士後期課程進学資格試験合格者には、TAC-MI奨励金、つばめ博士学生奨学金年間48万円、指導教員からのRA給与の総額として176万円/年を支給します。
博士研究開始資格認定試験(Qualifying Examination)合格者には、 TAC-MI奨励金、つばめ博士学生奨学金年間48万円、指導教員からのRA給与の総額として上限253万円/年を支給します。（学生の実績に応じて支給額を決定）
奨励金を重複受給できない日本学術振興会特別研究員(DC1, DC2)、国費留学生、「東工大高度人材育成博士フェローシップ」または「殻を破るぞ！越境型理工系博士人材育成」採用者には、各制度の経済支援に加えて、本教育院からもRA雇用による給与を支給し、支援します。

日本学術振興会特別研究員（DC1、DC2）への応募を積極的に支援します。
「東工大高度人材育成博士フェローシップ」及び「殻を破るぞ！越境型理工系博士人材育成」への応募も推奨します。
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2022年度秋期登録学生募集説明会

学生募集説明会をオンラインにて開催します。
興味のある方はぜひご参加ください。

2022年4月27日（水）
Zoomによるオンライン開催
① 16:30～17:15 英語による説明
② 17:15～18:00 日本語による説明
③ 18:00～19:00 TAC-MI学生との交流会
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説明会に参加を希望される方は、
TAC-MIホームページよりお申し込み下さい。
※教務WEB システムのアンケートフォームからも
申込可能です。

https://www.tac-mi.titech.ac.jp/event/ay2022fall-briefing/

開催日程

申込
方法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
物質・情報卓越教育院では2022年度秋期登録学生を募集致します。
説明会はZoomによるオンライン開催です。
本教育院に興味のある方はぜひご参加ください。

https://www.tac-mi.titech.ac.jp/event/ay2022fall-briefing/
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物質・情報卓越教育課程で学び、
世界のトップレベルの博士人材をめざそう！

山口猛央教育院長
科学技術創成研究院

下山裕介
広報委員会
委員長
物質理工学院

斎藤晋
アドミッション
・審査委員会
委員長
理学院

関嶋政和
企画・実施委員会
委員長
情報理工学院

物質・情報卓越教育院HP：https://www.tac-mi.titech.ac.jp/
問い合わせ先：物質・情報卓越教育院事務室（南6号館402号室）

tac-mi@jim.titech.ac.jp   

質問がありましたら
身近な先生にどうぞ

後藤敬
教育委員会
委員長
理学院

東正樹
社会連携委員会
委員長
科学技術創成
研究院

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
質問などございましたら、物質・情報卓越教育院事務室までお気軽にお問合せ下さい。

https://www.tac-mi.titech.ac.jp/
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